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交流から生まれる賑わいの拠点
上市町立南加積公民館

　南加積地区は、市街地の北東部に位置し、約８００世
帯が暮らす田園地帯です。
　地域内には富山県天然記念物「立山寺参道トガ並
木」があり、年間を通じて多くの観光客が訪れていま
す。公民館は地域の交流拠点として、小学生と保護者
による餅つき体験やケーキ作り、高齢者が集う交流会
やフェスティバルなど、年間を通して笑顔と賑わいが
あふれる施設です。
　また、区長会や社会福祉協議会、小学校 PTA など
地域団体との連携を大切にし、幅広い世代がつながり
を深める場となっており、世代を超えた交流が生まれ
る温かい拠点です。

〈本号の主な内容〉
２面⃝第１9回富山県公民館大会
　　　・会長・県教委挨拶
　　　・講演概要
３面⃝・委嘱公民館の発表
　　　第５3回富山県社会教育大会
４面⃝公民館主事・指導員等現地研修会
　　　第４７回全国公民館研究集会
　　　　　　　　　　　　　　東京大会
５面⃝公民館館長研修会
　　　・講演概要
　　　・委嘱公民館の発表
６面⃝わが町の公民館活動
　　　・砺波市立東山見公民館
　　　・朝日町立大家庄公民館
７面⃝わが町の公民館活動
　　　・中太閤山コミュニティセンター
　　　・富山市立柳町公民館
８面⃝表彰館紹介
　　　・朝日町立笹川公民館

地元小学校創立１５０周年記念として、地元住民・小学生
に呼びかけ航空写真と風船飛ばしを行いました

昔ながらの杵と臼を使い、せいろで蒸した地元産もち米
で毎年餅つきを行っています

公民館フェスティバルでは、名産里芋汁の販売や子ども
縁日などを行い、大変にぎわいました

チャレンジ企画として毎年テーマを変えて取り組んでい
ます。今年は巨大段ボール迷路作りに挑戦！

風船飛ばし

餅つき体験

フェスティバル

巨大段ボール迷路
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　 ９ 月１１日㈭、第１９回富山県
公民館大会は、約２７０名が参
加して、富山県教育文化会館
ホールで開催された。
　開会にあたり中西会長か
ら、月刊公民館 ７ 月号に金山
コミュニティセンター実践事
例が掲載されたことの紹介の
後、「富山県公民館の活躍の
背景には、東陸公民館富山大会をハイブリッドで
取り組んだ団結力や県公連の動画配信、そして、
県教委と連携して取り組んでいる公民館 de つな
がるモデル事業等がある。」との挨拶があった。
　富山県公民館連合会の表彰
式に続いて、来賓の新田知事
代理の小杉健理事・教育次長
から「私たちを取り巻く社会
は、自然災害の増加や人口減
少、デジタル技術の進展な
ど、急速に変化しています。
こうした時代だからこそ、地
域において人と人が語り合
い、学び合う場としての公民
館の役割は、ますます重要になっています。公民
館の基本的な ３ つの機能『つどう』『まなぶ』『む
すぶ』を大切にしながら、地域コミュニティの中
心として、今後さらに発展していくことを心から
期待しております。県では、政策の中心にウェル
ビーイングを掲げ、社会経済情勢の変化を踏ま
え、県民一人ひとりの豊かで幸せな暮らしの実現
を目指しています。そのために、『未来に向けた
人づくり』と『新しい社会経済システムの構築』
の ２ つを柱とした新たな総合計画の策定に取り組
んでいます。ウェルビーイングの向上には、人と
人、人と地域がつながることが不可欠です。こう
した取組みとともに、皆様には、本日の大会を契
機として、多様な人々がつながり、共に学び合う
地域づくりに一層のご尽力を賜りますようお願い
申しあげます。」との祝辞があった。
【講　演】
１．演題
　「ナトコ映画『公民館』（１９５０年）から地域の未
来図を考える」
２ ．講師
　千葉大学　名誉教授　長澤　成次　氏

【富山県公民館連合会表彰】
・優良自治公民館
　　高岡市和田上町自治公民館
・永年勤続表彰（２０年以上）
　　高林　洋恵　　井口　淳一　　梅原　雅美　　中山　京子　　堀口　睦子　　筒井　桂子
・永年勤続表彰（１０年以上）
　　宮崎　　香　　清水　正美　　地﨑　誠治　　奥野　貞昭　　大庭　恵理　　近藤　美雪　　南　　知美
　　山本　紀子　　松岡みゆき　　阿部　一明　　佐々木與志　　中野千恵美　　江成都紀子　　青島　和夫
　　立川　　証　　山本　直子　　髙島　博美　　水口　美枝　　碓井　幸治　　山本　秀樹　　吉田　　伸
　　米澤千鶴子　　水島　忠彦　　竹内　　卓

表彰に輝いた方々表彰に輝いた方々

３ ．講演内容（要旨）
⑴　私とナトコとの出会い
　① １ 冊の古本との出会い
　　１９５３年 発 行「USIS（ 米

国情報局）映画目録」の中
で１９５０年１２月２９日封切１６ミ
リ「公民館」の解説文「カ
メラは大津市公民館、福島
県の田舎町にある公民館、
飛騨の山奥の公民館、瀬戸内海の離れ小島の公
民館…等、日本全国各地の公民館を次々に訪ね
ます。これらの公民館は、いずれもその町の人
たちの集会場であり、レクリエイションや教育
の中心として活動しているのです。」に出会う。

　②映画「公民館」の発見
　・２００９年 ３ 月：東京国立近代美術館フィルムセ

ンター（現国立映画アーカイブ）にて所蔵を
確認

　・千葉県公民館職員等と鑑賞会
　・全公連 YouTube「月刊公民館チャンネル」

でアップ
⑵　富山県とナトコとの出会い
　・１９４９年連合軍総司令部からナトコ映写機が２０

台貸与
　・１９５２年「移動公民館」（みずほ号・ありそ号・

あかつき号）がナトコ映写機で映写会を開催
⑶　CIE（総司令部民間情報教育局）映画「公民

館」の鑑賞（３２分）
⑷　映画「公民館」から地域の未来図を考える
　①富山県公民館活動（月刊公民館掲載）から学ぶ
　・滑川市滑川東地区公民館
　・富山市立神保公民館
　・射水市金山コミュニティセンター
　②地域の未来図の課題とは何か
　　教師の果たした役割、女子参政権、受講生一

人の講演会、与謝野晶子「君死にたまふこと
なかれ」、公民館音楽団　等

　③映画「公民館」最後のナレーション
　「公民館というものは、あの灯台の火のような

ものでしょうか。人々にとってなくてはならな
いもの、生活に光明を与えるものです。」

第１9回富山県公民館大会 開催第１9回富山県公民館大会 開催

挨拶する中西会長

挨拶する小杉理事・
県教育次長　　　　

※富山県公民館連合会のホームページで、
講演の動画を配信していますのでご覧く
ださい。

 

講演する長澤氏
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　第５３回富山県社会教育大会は、 ７ 月１９日㈯県社
会教育振興協議会に加盟する１１団体から約３２０名
が参加して、婦中ふれあい館で開催された。公民
館連合会からは７２名の参加があった。
　開会にあたり、中西会長が挨拶し、蔵堀祐一副
知事、永森直人県議会副議長から祝辞があった。
　表彰式では、各社会教育団体の活動に長年にわ
たり貢献されてきた方々に、蔵堀副知事から感謝
状が贈られた。本会からは、塚八栄治前副会長が
表彰を受けた。
　その後、昨年県社会教育振興協議会が５０周年を
迎え、県功労表彰を受賞したことを記念したパネ
ルディスカッションがあった。
【パネルディスカッション】
１．テーマ
　「本県社会教育の歩みと今後の展望」
２ ．パネリスト
　富山県 PTA 連合会　会長　沼田　秀和氏
　日本ボーイスカウト富山県連盟
　　　　　　　　　　理事長　松谷　英真氏
　富山県社会教育委員連絡協議会
　　　　　　　　　　　会長　山西　潤一氏
３ ．コーディネーター
　富山県公民館連合会　会長　中西　　彰氏
４ ．内容（要旨）
⑴　県社会教育振

興協議会５０年の
歩み

　①設立の趣旨
　②加盟団体一覧
　③社会教育大会

講師一覧
　④設立５０周年と

県功労表彰

⑵　各団体の活動状況
　①富山県 PTA 連合会
　・昭和２５年富山県 PTA 連絡協議会創立
　・行政への要望書の作成・提出・検証
　・能登半島地震による義援金を活用した事業等
　②日本ボーイスカウト富山県連盟
　・昭和２５年富山県連盟結成
　・ボーイスカウト県大会
　・指導者研修　等
　③富山県社会教育委員連絡協議会
　・昭和３８年設立
　・社会教育委員相互の連絡提携
　・家庭教育・青少年の健全育成と地域活性化等
⑶　未来を見据えた活動
　・子どもは家庭で育て、学校で鍛え、地域で磨く
　・生きる力と活きる力を育

てる
　・学習者から行動する地域

の担い手へ

　実践発表では、富山県図書
館協会事務局長の大倉千礼氏
が「つながる、つなぐ図書館
を目指して～富山県図書館協
会の取組～」と題して、富山
県婦人会副会長の岡部紀子氏
が「安心安全な地域創造に努
めよう～日々の活動の中から
～」と題してそれぞれ実践発
表を行った。
　最後に、富山県ふるさとづ
くり連絡会副会長の福田　恒
氏が大会宣言を提案し採択さ
れた。

※富山県公民館連合会のホームページで、
実践発表の動画を配信していますのでご
覧ください。

 

１ ．主題について
　南般若地区の少子化・高齢
化が急激に進み、公民館活動
を支える推進委員も減少して
きたが、公民館事業の変換と
いう考えから公民館の役割を
見直し、 7 自治会の全面的な
協力のもと新体制で行うこと
とした。
２ ．実践事例
　公民館の役割として、夏祭りを中心に「やりた
い人を見つける」そして参加者が集まらない行事
には協力団体と「つなぐ」ということから始め
た。夏休みには、 ２ 、 ３ 週間かけて月曜日から金
曜日に「小学生すくすくのびのび教室」を日替わ
りでおこなった。児童クラブや子育てサークルな
どの協力団体の他に、元教師や特技をもつ方など

の協力で、「工作教室」「鉢植え体験」そして独自
でやっていた「ペタンク」「カローリング｣「えん
じゃら踊り・唄」「前句」の教室が入ることで体
験の場が増え、その教室の参加者も増やした。ま
た、「子ども和太鼓教室」の発足には、公民館で
参加者を募集して教室を開設し、夏まつりや公民
館まつりで披露した。
３ ．成果と課題
　公民館の役割であった「企画・運営」の協力を
地域に求め「連携」を強化したことで、地域みん
なでつくり上げることができた。また、発想の転
換で「人と人」「行事と行事」を上手くつなぐこ
とで事業が豊かになった。
　子どもたちが、地域の良さを知ることで地域へ
の愛着心が育ち、誇りをもって地域に貢献できる
大人になっていくことを期待する。

発表する山本元館長

令和6年度公民館活動研究委嘱公民館の実践発表令和6年度公民館活動研究委嘱公民館の実践発表
より豊かな公民館活動を求めて�
� 砺波市立南般若公民館　元館長 山本　一弘 氏

「人と人との絆が深まり　豊かに生きる地域社会をめざして」「人と人との絆が深まり　豊かに生きる地域社会をめざして」
第５3回富山県社会教育大会 開催第５3回富山県社会教育大会 開催

パネルディスカッションの様子 発表する岡部氏

発表する大倉氏
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　第４７回全国公民館研究集会東京大会が、１１月１２
日㈬１３日㈭に東京国際フォーラムで開催された。
　富山県からの参加者数は、６3名であった。
　開会行事では、主催者を代表して中西彰全国公
民館連合会会長（富山県公民館連合会会長）が、

「近年の取組みから ２ 点に絞ってお話しします。
１ 点目はコロナ禍です。ガイドラインに沿ってよ
うやく再開された活動を少しでも公民館らしくし
たいということで、オンラインと対面を合わせた
ハイブリッドによる大会や研修の開催、Zoom を
用いた公民館同士の交流など、デジタル技術は今
も進化しています。 ２ 点目は、公民館の変容で
す。施設の老朽化、複合施設
化、首長部局への移管、担当
職員の知見の継承問題等の諸
課題を乗り切る努力が求めら
れています。」と挨拶した。
　表彰式では、中西会長から
表彰者の代表者に表彰状が授
与された。
　その後、以下のプログラムが実施された。
【基調講演】
１ ．演題　「地域のミライをひらく公民館」

　コミュニティデザイナー　　山崎　　亮　氏
【シンポジウム】
１ ．テーマ「ミライにつなぎひろげる公民館活動」
２ ．コーディネーター
　　　　　大正大学　教授　　牧野　　篤　氏
３ ．パネリスト
　元文科省生涯学習政策局長　河村　潤子　氏
　コミュニティデザイナー　　山崎　　亮　氏
　那覇市若狭公民館　館長　　宮城　　潤　氏
　 ２ 日目は、以下のプログラム等が実施された。
【多様な学びをつなぐ対談】
　対談：大正大学　教授　牧野　　篤　氏
　　　　文化活動家　　　アサダワタル　氏
【ムービー「若者が地域のミライをひらく」】
　監督：映像作家　　　　栗山　宗大　氏
　 ２ 日間の東京大会
の映像は、全国公民
館連合会のホームペ
ージの「月刊公民館
チャンネル」で、令
和 ８ 年 ２ 月から視聴
できます。是非、ご
覧ください。

　研修Ⅱの現地研修会では、以下の ３ カ所を見学
した。
①チューリップ四季彩館
　・世界で唯一チューリップが １ 年中咲く花園
　・球根の秘密や伝来の歴史、未来の姿を体感
②砺波市出町子供歌舞伎曳山会館
　・きらびやかな ３ 基の曳山を全方向から見学
　・芝居小屋風ホールで子供歌舞伎の映像鑑賞
③砺波市立砺波図書館
　・大屋根の下のワンルームの図書館
　来年度は、滑川市で現地研修会を開催する予定
です。多数のご参加をお待ちしています。

令和 7年度公民館主事・指導員等現地研修会

砺波市で開催　講話、施設見学、現地見学を通して研修を深めました砺波市で開催　講話、施設見学、現地見学を通して研修を深めました
　１０月 ９ 日㈭、現地
研修会は、県東部か
ら４６名が参加して開
催された。
　開催にあたって
は、砺波地区の公民
館主事・指導員評議
員会の皆さんのご協
力のもと行われた。
　各地区を出発したバス ２ 台は、午前 ９ 時４０分頃
に、最初の研修施設である砺波市立栴檀野公民館
にそれぞれ到着した。開会式
に引き続き、研修Ⅰでは、北
島昌幸前館長さんに「ずっと
住みたい地域をめざして」と
題して講話をいただいた。
　その後、施設を見学し、美
味しい「となみの弁当」をい
ただき、公民館を出発した。

第４7回全国公民館研究集会東京大会
「ミライにつなぎひろげる公民館―公民館に新たなイノベーションを！―」大会テーマ

全体研修会の様子

講話する北島前館長

挨拶する中西会長

チューリップ四季彩館の見学 出町子供歌舞伎曳山会館の見学

【全国公民館連合会表彰】
・優良職員表彰　　水井　　勤
・永年勤続表彰（１５年以上）
　　加藤　美加　　前田真由美　　長谷川恵理子　　中島　昭雄　　濵本　純雄　　扇谷　寛之
　　出村　　忍　　大浦まゆみ

表彰に輝いた方々表彰に輝いた方々

シンポジウムの様子
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　「『べらぼう』時代の公民館活動
－庶民の雅楽と明治天皇のほほえみ－」

２ ．講師　
　雅楽団体「洋遊会」名誉会長
　高岡市立福岡公民館　館長　上野　慶夫　氏
３ ．講演内容（要旨）
⑴　雅楽とは
　・奈良、平安時代貴族社会のクラシック音楽
　・現存する世界最古、最も長命な音楽
　・雅楽から出た言葉：「音頭、頭取」「やたら

に」「二の句が継げない」等
⑵　福岡町の雅楽、洋遊会
　・菅笠屋たちの高雅な文化へ

のあこがれ等から始まる。
　・江戸時代から始まった洋遊

会の活動は、公民館活動の
ようである。

　・明治１１年の明治天皇巡幸の
際、福岡町のご休憩所で演
奏され、明治天皇にお褒め
を賜り、菊のご紋章入り幟の使用を許される。

⑶　雅楽活動の面白さ
　・和音、定型的リズムの存在
　・古典文学や行事とのかかわり（源氏物語、平

家物語、大嘗祭）
⑷　雅楽演奏
　・洋遊会理事　山田美恵氏と雅楽演奏披露

　１１月 ６ 日㈭、県公民館館長研
修会は、１６７名が参加して新川
文化ホールで開催された。
　開会にあたり、来賓の県教委
生涯学習・文化財課の河原課長
から「これからの時代に対応し
た持続可能な地域づくりには、
社会教育を通じて人と人との

『つながり』や『協力』を育むこと
が重要です。県では令和 ５ 年度より『公民館 de つ
ながるモデル事業』を展開し、今年度は１１館、 ３ 年
間で延べ３２館にご参加いただいています。このモ
デル公民館を中心に、新しい公民館のかたちを模
索する取組みが広がり、SNS を活用した情報発
信にも積極的に取り組まれています。地域の魅力
や活動の様子が、より多くの方々に届くようにな
ってきています。こうした挑戦においては、館長の
皆様が率先して行動されることはもちろん、主事
の方々を支え、導いてくださることが、公民館が未
来へ向けて歩みを進めるための大切な原動力とな
っていると感じております。これからの公民館の
役割について、皆様と共に考えを深める貴重な機
会となることを期待しております。」との挨拶を
いただいた。
【講　演】
１．演題

１．主題について
　伝統芸能である盆踊りの継承と世代を越えた地
域交流の活性化を行っていきたい。 ８ つのサーク
ルがある中で、盆踊り研究会を取り上げた。
２ ．実践事例
　 ７ 名の部員で成り立
つ盆踊り研究会は、高
齢化し後継者も少なく
なり、子どもたちに盆
踊りを伝承するため
に、イベント時には地
区の皆さんに協力を頼
んだ。
　また、授業の一環として小学 ３ ～ ６ 年生の児童
と盆踊りを一緒に練習し、子どもたちが選曲した
曲でも踊りを楽しんだ。敬老会では、参加者に楽
しんでもらえるよう、かつらや衣装で、笑いをと
りながら踊った。
　盆踊り大会は、豪雨でも公民館大ホールで開催
し、園児・児童・地区の皆さんの踊りの輪が広が
った。
３ ．成果と課題
　今後も「えんやら踊り」と「川崎踊り」を中心
に盆踊りを伝承し、盆踊りを通じて、さらにこの
利田を盛り上げていきたい。

「これからの公民館の役割や地域社会との多様な連携のあり方を考える」「これからの公民館の役割や地域社会との多様な連携のあり方を考える」
富山県公民館館長研修会開催富山県公民館館長研修会開催

つながれ‼―大門～笑顔輝く町づくり～
�射水市大門コミュニティセンター総務・広報部会長 高野絵理子 氏

生涯学習推進委員 安元　恵子 氏

盆踊り研究会の活動
� 立山町立利田公民館 指導員 近藤　　博氏
� 盆踊り研究会代表 山口　幸子氏

激励の挨拶をする河原課長

※富山県公民館連合会のホームページで、
講演と実践発表の動画を配信しています
のでご覧ください。

 

令和 6年度公民館活動研究委嘱公民館の実践発表研修 ２

１ ．主題について
　高齢化が進む中、安心し
て暮らせるよう見守り・助
け合いができる地域づくり
が必要。世代を越えた交流
の場の在り方を追求したい。
２ ．実践事例
　庄川水辺の交流館を活用
した「水辺のだいもん市」
を、サークル活動、地域団体イベント等につな
ぎ、チラシなどを作成・配布し大門地域振興会の
ブログにも掲載した。
　また、三世代交流野菜作りは、高齢者学級の皆
さんの指導を受けたり、昆虫採集などの活動とつ
ないだりすることで、地域人材の活用につながっ
た。地域素材の発掘として、大門鮎まつりで地元
の鮎を使い、鮎のつかみ取りや串焼き体験を行
い、鮎の伝統料理レシピ集を作り全戸配布をした。
３ ．成果と課題
　各種組織や事業との連携により交流の場が生ま
れ、つながりが強くなった。様々な活動を協働
で、できる範囲の工夫を加え継続していきたい。

発表する高野氏・安元氏

講演する上野館長

発表する近藤氏・山口氏
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公民館活動で地区の交流を

時代の流れ、社会の変化に
柔軟に対応する公民館を目指して

朝日町立大家庄公民館

ミニ門松づくり

小学校 ４年音楽科での「田植祝唄」の様子

　東山見地区は、庄川扇状地の扇頂に位置する砺
波市庄川町の金屋・前山・小牧・湯山・横住・落
シ・隠尾・名ケ原・湯谷の ９ 町内からなる地域
で、約６５0世帯・１，６70人が暮らしています。地区
内には小牧ダムや合口ダム、金屋石採掘跡があ
り、庄川水記念公園では「桜まつり」「水まつり」

「金屋ゆずまつり」が開催されます。さらに、庄
川大仏や名水百選「瓜裂清水」、庄川温泉郷など
観光資源も豊富で、多くの来訪者を迎えています。
　東山見公民館は独自の建物を持たず、令和 ６ 年

　　大家庄地区は、朝日町の中央に位置し、約
５７０世帯、１，６００名の方が暮らすのどかな田園地帯
です。北アルプスの山々を背景に、舟川べりの桜
並木、チューリップ、菜の花の美しい景観を楽し
むことができる「春の四重奏」は、大家庄地区に
あります。
　公民館の活動は、科学工作教室などの「芸術・
文化教室」、シニア対象の「成人学級」、ホタル観
賞会などの「ふるさと再発見事業」、和太鼓や地
域の伝統芸能などの「伝統文化・芸術の継承活
動」があります。近年、参加者の減少や固定化、
それに伴う活動の低迷という課題に直面し、参加
者の対象を地区外にも広げたり、他の公民館や各
種団体と連携を図ったりなど、事業の見直しを進
めています。
　当公民館の特色ある活動としては、古来より地
域に伝わる「田植祝唄」の伝承・保存活動があり
ます。しかし、コロナ禍後会員が激減し、小学生
に至っては １ 名にまでなってしまいました。
　そこで、町の地域教育サービス「みんまなび」

のコンテンツに加えたり、放課後児童クラブで体
験会を開いたり、小学校の協力を得て音楽科の授
業の中で、「田植祝唄」を子供と共に学ぶ機会を
設けたりなどしてきました。そうした取り組みに
よって、今は小学生の会員も徐々に回復してきて
おり、継承活動にも活気が戻りつつあります。
　これからも、時代の変化に適切に対応し、生涯
学習の推進拠点としての役割を担う公民館活動に
努めていきたいと考えています。

８ 月からは旧東山見保育所（現・庄川児童館）の
一角を拠点として活動しています。限られた環境
の中でも、地区民がふれあい、学び合えるよう工
夫を重ねています。
　地区の名所を巡り歴史を学ぶ「歩こう会」、 ３
世代交流を目的とした「ペタンク大会」、納涼祭
での竹馬・水鉄砲・竹とんぼづくりを楽しむ「か
ぐやの竹利用活動」、レクリエーション大会やバ
ス旅行など、多彩なイベントを実施しています。
近年は竹灯篭づくりやミニ門松づくりが人気を集
めています。また「ふれあいまつり」では敬老会
や趣味の作品展を開催し、プロ・アマ問わず絵画
やお盆、ガラス作品などが出品され、世代を超え
た交流の場となっています。一方、市主催の

「二十歳の式典」とは別に、地区でも「二十歳を
祝う会」を開催してきました。令和 ７ 年からは
二十歳のみなさんの意見を尊重し、旧庄川町 ４ 地
区合同での開催へと発展しています。
　東山見公民館は、これからも地区民のつながり
を深め、笑顔あふれる地域づくりを目指して活動
を続けていきます。

砺波市立東山見公民館
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懇親の場を求めて

談話コーナーによる
ふれあいの場づくり

富山市立柳町公民館

射 水 市 中 太 閤 山
コミュニティセンター

ふれあいカフェ♡ １周年記念イベントの様子

　中太閤山コミュニティセンターは、太閤山ラン
ドに近い緑豊かな薬勝寺池公園のほとりにありま
す。
　かねてから、コミュニティセンターは主に地域
団体が使用していましたが、個人にも開放したい
と思っていました。令和 ６ 年 ４ 月にリニューアル
オープンする際、地域の皆様が気軽に立ち寄り交
流できる場所にしたいという思いから談話コーナ
ー、キッズスペースを設けることとしました。カ
フェがあればよいとの声もあり企画することにし
ました。ところが、カフェの運営は誰が担当する
かという話になり困りました。幸い、第 ３ 層生活
支援コーディネーターの方々が協力してくれるこ
とになりました。談話コーナーをカフェスペース
として毎月第 １ ・ ３ 水曜日の１０時から１５時までオ
ープンしています。カフェの名前は地域の皆様に
親しんでもらう意味も込めて「ふれあいカフェ
♡」としました。開店するにあたり、第 ３ 層生活
支援コーディネーターの方々が備品の準備はもと
より、コーヒー豆の選定や美味しいコーヒーの淹
れ方を追及するなど、多くの試行錯誤と努力を重
ねられてきました。

　令和 ７ 年 ７ 月に １ 周年記念イベントを開催し、
１０月末までに延べ１，２０４名、 １ 回の平均利用者数
３９名の方々がご利用されています。今では、サー
クル活動終了後や町内の仲良しグループの方々な
ど、常連さんもいらっしゃいます。
　ふれあいカフェ♡をきっかけに文化祭や敬老会
においてもカフェを開催し、地域の皆様のふれあ
いの場として今後も継続していきたいと考えてい
ます。
　誰でも気軽に利用できますので、近くに来られ
たらお立ち寄りください。

　柳町地区は富山市の中心部で、いたち川の東側
に位置し、国道４１号線や県道八幡田・稲荷線、県
道富山港線など幹線道路が地区内を横断してお
り、古くからの住宅地と幹線道路沿いに多くの商
業施設や事業所等が混在する地域です。令和 ７ 年
９ 月末現在の人口は５，７４１人、世帯数は３，２３４世帯
を数えておりますが、年々アパートやマンション
が増加しております。
　県道八幡田・稲荷線と市道（通称：ひまわり通
り）の交差点に位置する市立柳町公民館は、平屋
でさほど大きくもない公民館ですが、場所が分か
りやすいこともあり、多くの方々に利用されてお
ります。
　当公民館は、市立なので、地区住民以外の方々
が日々多く利用され、日中は空き時間が少なく調
整が必要な状況となっております。そのなかで日
頃から、地区住民の皆さんには、文化祭や園芸・
手芸・料理等の各種教室などの魅力的な行事・講
座を開催・企画し、親睦を深めていただくように
工夫しております。

　また、文化祭では、ステージでのアトラクショ
ンの他に作品展や健康展、非常食コーナー、バザ
ーなど、文化・健康・防災等に関する各種コーナー
を設け、多くの方にお集まりいただいております。
　これらの他にも、いろいろな活動を通じて、今
後も地区住民の皆さんが、立場や世代、職種等を
超えて集い、地域の活動拠点としてお互いの顔が
分かり、寄り添える場所となるよう取り組んでい
きたいと思います。

文化祭にて
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朝日町立笹川公民館
令和 6年度優良公民館表彰

（文部科学大臣表彰）受賞
　笹川地区は、朝日町の中心部から東南の方向に位置す
る、山に囲まれた小さな集落です。集落の中央には、標高
１，０００メートル余りの「黒菱山」を源流とする ２ 級河川

「笹川」が流れるなど、自然に恵まれている一方、人口が
約２００人、世帯数が約１００世帯で、住民の高齢化が進んでい
るのが現状です。
　当館では、昭和６１年に「ホタル観察会」を開始しまし
た。そして、平成１４年には、ホタルを増やすための生息池
として、地区の集会施設・公民館である「共生の里さゝ
郷」敷地内にビオトープを整備し、池の背面には環境学習
のためホタルの案内看板を設置しました。ビオトープ内で
はホタルのエサとなる巻貝のカワニナを生息させて増や
し、毎年夏には池の周りにゲンジボタルやヘイケボタルが
飛び交うようになりました。また、ホタル観察会も、コロ
ナ禍の時期には一時中断したものの、令和 ７ 年度には第３８
回目の開催を行ったところです。また、地区の特産物であ
る米に「ほたる米」、わさび漬けには「ほたるわさび」と
いう名称を付けてブランド化するなど、ホタルの住む環境
整備やホタルの里としてのイメージづくりについて、公民
館を中心に地区を挙げて取り組んできています。
　その他、夏には、地区の河川に住む生き物を親子で観察
する「水中生物観察会」、秋には地区住民の作品を展示す
る「文化祭」、正月には地区住民みんなで新年の始まりを
言祝ぐ「元旦祝賀会」を開催するなど、地域の資源や人材
を活用した行事に取り組んできたところです。笹川地区で
は昔から「一村一家（いっそんいっか）」といって、みん
なが家族のように助け合って暮らしてきた伝統がありま
す。当館としても、今後も地区の活性化のため、住民のみ
なさんとともに、いろいろ工夫しながら活動を続けていき
たいと考えています。

「ホタル観察会」屋内で事前学習

「ホタル観察会」舞い飛ぶホタル観察

「元旦祝賀会」みんなで新年のお祝い

「水中生物観察会」川での生き物観察

表彰館紹介

◇令和 7年度「富山県功労表彰」　　　　　・社会教育功労者：菅田宣雄氏（元富山県公民館連合会副会長）
◇令和 7年度「富山県教育功労者等表彰」　・優良社会教育機関：入善町上原公民館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：南砺市北野地域づくり協議会

おめでとうございます！　各種受賞者・公民館を紹介します
「文化祭」地区住民の作品発表


